
 

 

  

 

 

第２章 豊かな心と文化を育む 

         まちづくり 

 

      第１節 教育  

         第２節 生涯学習   

     第３節 文化  

  第４節 スポーツ



 

102 

 

第３部 部門別計画 

第２章 豊かな心と文化を育むまちづくり 

第２章 豊かな心と文化を育むまちづくり 

第１節 教育 

１ 義務教育     関連するＳＤＧｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中学校の児童生徒数は，緑が丘西地区で大きく増加している一方，先行して市街化した地

域では，横ばい・減少傾向にあり，地域による二極化が進んでいます。また，人口急増期に建

設した小中学校の校舎や体育館等のほか，給食施設の老朽化が進行しています。そのため，こ

れらへの対応として，学校規模の適正化，学校教育施設の改修等が必要となっています。 

教育の現場では，新学習指導要領において，子どもたちに求められる資質・能力を社会と共

有し連携する「社会に開かれた教育課程」を重視すること，知識の理解の質を更に高め確かな

学力を育成すること，道徳教育の充実，体験活動の重視，体育・健康に関する指導の充実によ

り豊かな心や健やかな体を育成することが示されています。また，情報活用能力が，言語能力，

問題発見・解決能力等と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置づけられ，全ての教科

等において情報技術を適切に活用した学習活動の充実が求められています。さらには，「持続可

能な社会の創り手」の育成も掲げられており，各教科等においても，関連する内容が盛り込ま

れるなど，「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ*）」の推進が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来のまちの姿 

安心・安全に学べる環境が整い，持続可能な社会の創り手となる子どもたちが育つまち 

現況と課題 

基本方針 

通学区域を見直し小中学校の規模の適正化を図るとともに，教育的及び全市的な観点から小

中学校の適正配置を検討します。また，老朽化が進んだ学校施設等の改修等を進めます。 

教育内容や相談・支援体制などを充実させるとともに，ＥＳＤを推進し，子どもたちのよさ

や可能性を引き出し伸ばす教育，持続可能な社会の創り手を育てる教育に取り組みます。 

体育・健康・食に関する指導・教育を充実させることで，心身の健康を保持・増進し，豊かな

スポーツライフを実現するための資質・能力を育てます。 

 

*ＥＳＤ：Education for Sustainable Development の略。持続可能な開発のための教育のこと。世界には環境，貧困，人権，平和，開発と

いった様々な問題があり，これらの現代社会の課題を自らの問題として捉え，身近なところから取り組むことにより，それらの課

題の解決につながる新たな価値観や行動を生み出すこと，そしてそれによって持続可能な社会を創造していくことを目指す学習や

活動 



 

103 

 

 

 

 

(１) 安心・安全な教育環境の整備  

① 学校の適正配置 

〇 地域における宅地等の開発状況及び児童生徒数の動向を把握しながら，通学区域の見直

しなどを慎重に検討し学校規模の適正化を図るとともに，教育的及び全市的な観点から

義務教育学校等の設立を検討し，小中一貫教育を推進します。 

 

② 学校教育施設の改修・整備等 

〇 老朽化が進む学校教育施設の長寿命化，改修，更新等を推進します。 

 

③ 就学困難児童生徒の支援 

〇 経済的理由によって就学困難と認められる児童生徒の保護者に必要な援助を行います。 

 

(２) 教育内容の充実 

① ＥＳＤの推進 

〇 「誰一人取り残さない」という考えのもと，ＳＤＧｓが掲げる１７の目標を教育課程に取

り入れ，教科横断的な視点をもった教育を全小中学校において行います。また，サスティ

ナブル（持続可能）な社会の構築の視点から，児童生徒一人ひとりが現代社会における

様々な問題を自らの問題として主体的に取り組める学校を目指します。 

 

② 教職員の資質向上と学級経営の充実 

〇 教職員の資質向上を図るため，各種研修を充実します。 

〇 ＩＣＴ機器研修を実施し，教職員のＩＣＴ機器の活用能力を高めます。 

〇 初若年教員に対しては，千葉県・千葉市教員等育成指標に対応した研修を充実することで

授業づくり及び学級づくりの実践力を高めます。 

 

③ 国際教育・外国語教育の充実 

〇 国際理解を重視し，グローバル社会に対応した国際教育と先進的な外国語教育を推進し

ます。 

〇 本市独自のカリキュラムとして，小学校１・２年生の学習において，外国語を学ぶ「言語

活動科」を特設します。 

〇 コミュニケーション能力の育成を図るため，小中学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）を派遣

し，英語の基礎・基本や多文化について学ぶとともに，イマージョン教育*により体験的

に言語の理解を深めます。 

 

 

 

 

 

施策内容 

*イマージョン教育：通常の教科を目標言語で教えることにより，学習者に実用的な外国語を習得させる教育プログラム 
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第３部 部門別計画 

第２章 豊かな心と文化を育むまちづくり 

 

④ ＩＣＴ活用の推進 

〇 ＧＩＧＡスクール構想*に基づき，児童生徒の情報活用能力を育成します。 

〇 主体的・対話的で深い学びの実現に向け，ＩＣＴ機器を適切に活用した授業改善を進めま

す。 

〇 ＩＣＴの活用による校務の効率化，教職員の事務負担軽減を図り，教員が児童生徒と向き

合う時間を確保し，教育の質の向上につなげます。 

〇 ＩＣＴの活用により，休校等の緊急時でも児童生徒の学びを保障できる環境の整備を進

めます。 

 

⑤ 豊かなこころの育成推進 

〇 道徳的価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に捉え，自己の

生き方についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を

育成します。 

〇 自他を尊重し合い，いじめや差別を許さない人権教育を進めます。 

〇 集団宿泊活動や自然体験活動などを通じて，児童の豊かな情操及び社会性を育てます。 

 

⑥ 郷土愛を育む教育の充実 

〇 本市や千葉県の自然や歴史，文化，産業，ゆかりの人物に関する学習を通じて，郷土への

誇りや愛着を深めます。また，過去から受け継がれてきた文化等を未来につなげ，より良

い郷土にしていこうという想いを育みます。 

 

⑦ 生徒指導と教育相談の充実 

〇 学校と家庭・地域社会・関係機関との連携を深め，「積極的な生徒指導」を進めます。 

〇 「八千代市いじめ防止基本方針」に基づき，いじめの未然防止，早期発見，早期対応を図

り，いじめの根絶を目指します。 

〇 適応支援センターの効果的な運営により，不登校児童生徒の復帰を目指した支援・援助を

行います。 

〇 日本語指導が必要な児童生徒の教育相談体制を充実させます。 

  

(３) 特別支援教育の充実 

① 個に応じた支援の充実 

〇 自立と社会参加ができることを目標に個別の指導計画，個別の教育支援計画を作成し，就

学前から就学後まで切れ目なく支援します。 

 

 

 

 

 

 

*ＧＩＧＡスクール構想：ＧＩＧＡは，Global and Innovation Gateway for All の略。児童生徒向けの 1 人 1 台端末と高速大容量の通信ネ

ットワークを一体的に整備することで，多様な子供たちを誰一人取り残すことなく，公正に個別最適化され、資質・

能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現する国の構想 
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② 支援のための環境整備 

〇 特別支援学級及び通級指導教室を計画的に整備し，特別支援学級については，全ての小中

学校に設置することを目指します。 

〇 特別支援教育支援員等を適切に配置します。 

 

③ 交流及び共同学習の推進 

〇 共生社会の実現を目指し，児童生徒が障害の有無にかかわらず互いに認め合い，共に成長

し，自立していくことの大切さを学ぶ，「交流及び共同学習」を推進します。 

 

(４) 体育・健康・安全に関する教育の充実 

① 体育科教育の充実 

〇 授業内容の充実と地域スポーツとの連携により，体力の向上を図ります。 

〇 豊かなスポーツライフを実現する基礎を培い，一人ひとりの児童生徒がスポーツを「する

人・観る人・支える（育てる）人」の視点を持ち，あらゆるスポーツ活動を通して，スポ

ーツ文化の精神を醸成します。また，適切な休養や，合理的でかつ効率的な指導を大切

にした活動を推進します。 

〇 オリンピック・パラリンピックを通してグローバルな視点でスポーツを捉えるとともに，

スポーツと生活の関連を学ぶ機会とします。 

〇 障害の有無にかかわらず，全ての人々が，同じ社会に生きる人間として，互いを正しく理

解し，共に助け合い，共にスポーツを楽しめる環境を目指します。 

 

② 健康教育の充実 

〇 児童生徒が生涯にわたって健康な生活を送るため，自分の健康に関心を持ち，健康を増進

する意識を育てます。 

〇 薬物乱用防止，性に関する正しい知識の普及等を行う思春期保健，病気の予防などの健康

課題に対する教育を充実させます。 

〇 バランスの取れた食事及び食品ロスを減らす取組が，持続可能な社会づくりの大切な視

点であることについて，学校給食を通じて指導します。 

〇 学校給食センター西八千代調理場を拠点に児童生徒の食育の推進を図ります。 

〇 本市の公立小中学校における食物アレルギー対応の基本方針と実施要領に基づき，児童

生徒が安心して学校生活を送れるよう食物アレルギーへの対応に努めます。 

 

③ 安全教育の充実 

〇 児童生徒が生涯にわたって安全な生活を送るための危険予知・回避の能力を育てる安全

教育を推進します。 
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第３部 部門別計画 

第２章 豊かな心と文化を育むまちづくり 

▶ 阿蘇・米本地域義務教育学校の設立事業        ▶ 小・中学校施設整備事業 

▶ （仮称）学校給食センター東八千代調理場建設事業   ▶ コンピュータ教育事業 

▶ 外国語指導助手派遣事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

区分 現況値 目標値(令和６年度末) 

校舎及び体育館のトイレの乾式化 ６４ ％ ７５ ％ 

外国語教育全時数に対するＡＬＴ派遣率 ６１．５ ％ ８５ ％以上 

タブレット端末を利用した授業の割合 － ７５ ％ 

新体力テスト総合評価のうち，上位３段階の

児童の割合（小学校） 
７６．６ ％ ８０ ％ 

新体力テスト総合評価のうち，上位３段階の

生徒の割合（中学校） 
７７．５ ％ ８０ ％ 

食物アレルギー対応の品目拡大 
２品目 

（卵・乳） 

７品目 

（卵・乳・小麦・エビ・カニ・ 

落花生・そば） 

指標 

主な事業 

● 関連する個別計画：第２期八千代市教育振興基本計画 

11,266 11,138 11,020 10,902 10,705 
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（2019年）

（人)

(各年５月１日現在)

資料：学校基本調査

小学校児童数・教員数

児童数 教員数

（人）
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5,275 5,369 5,264 5,070 5,032

315 321
311 302 303
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（2019年）

(人)

(各年５月１日現在)

資料：学校基本調査

中学校生徒数・教員数（公立）

生徒数 教員数

（人）

800 749 725 750 762

45 44 42 43
46
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(各年５月１日現在)

資料：学校基本調査

中学校生徒数・教員数（私立）

生徒数 教員数

（人）
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第３部 部門別計画 

第２章 豊かな心と文化を育むまちづくり 

▶ 八千代教育サミットの開催      ▶ 大学公開講座の支援 

 

第１節 教育 

２ 高校・大学教育           関連するＳＤＧｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育を核とした地域社会の構築及び将来を担う子どもたちの教育環境の向上のために，小学校，

中学校，高等学校，大学，特別支援学校の教職員が連携を深めることが必要です。  

大学公開講座*など，大学機能の地域開放を促し，地域との交流を拡大していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 大学等教育機関との連携 

市内の小中学校，高等学校，大学，特別支援学校の教職員が，教育的課題について議論し，

各校の実態を把握することで，有機的に連携します。 

秀明大学等の教員を志望する学生を小学校の授業の支援者として受け入れ，教職体験の機

会を設けます。 

大学が有する質の高い教育資源を地域社会で活用できるよう，連携を強化し，大学の地域社

会への開放を促します。 

 

 

 

 

 

 

 

区分 現況値 目標値(令和６年度末) 

教職体験受入校の割合 １００ ％ 現状維持 

将来のまちの姿 

大学等教育機関と学びの目指すところや未来の子どもの姿が共有できるまち 

現況と課題 

基本方針 

高校・大学等との連携を深めるとともに，公開講座等による地域交流の拡大などを促進し

ます。 

大学が開催する公開講座に市民が参加しやすいように支援します。 

施策内容 

主な事業 

指標 

*大学公開講座：教育・研究成果を市民に還元し，市民に対して広く学習機会を提供するために実施している取組 
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2,532 2,640 2,679 2,670 2,607 
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(各年５月１日現在)

資料：学校基本調査

高等学校生徒数・教員数（公立）

生徒数 教員数

（人）

4,510 4,237 4,246 4,411 4,413 

236 
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0

100

200

300

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

平成27年

（2015年）

平成28年

（2016年）

平成29年

（2017年）

平成30年

（2018年）

令和元年

（2019年）

(人)

(各年５月１日現在)

資料：学校基本調査

高等学校生徒数・教員数（私立）

生徒数 教員数

（人）

1,085 
977 

545 

1,221 

1,972 

1,220 
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秀明八千代高

(人)

(令和元年５月１日現在)

資料：各高等学校

高等学校別生徒数

生徒数

2,467 2,505 2,507 2,444 2,458 
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資料：東京成徳大学，秀明大学

大学学生数・教員数

学生数 教員数

（人）
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第３部 部門別計画 

第２章 豊かな心と文化を育むまちづくり 

 

第１節 教育 

３ 青少年健全育成           関連するＳＤＧｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

核家族化・少子化の進行，情報化の進展など，青少年を取り巻く社会環境の変化に伴い，地域

における青少年同士や地域住民との交流の場や様々な体験や活動を通じて規範意識やコミュニケ

ーション能力を身に付ける機会も少なくなっており，青少年達を見守り，成長を支える担い手の

不足も指摘されています。 

また，スマートフォンなどが広く普及し，青少年にとっての重要なコミュニケーション・ツー

ルとなっているとともに，青少年が自立し，積極的に社会参加するための情報収集等として活用

されている一方で，インターネット上でトラブルに巻き込まれる危険性の増加や有害情報への接

触を容易にしてしまうことなど，青少年に悪影響を及ぼす可能性のある一面もあります。 

このような現状から，関係機関や団体，地域住民との連携により青少年を見守り，支える地域

力を高めるとともに，情報技術の適切な利用を促進するなど青少年を守る取組が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 青少年健全育成支援体制の整備 

① 組織体制の充実 

〇 青少年問題協議会を中心に，家庭や学校・地域・関係機関などと連携を深めながら，学校

外活動を推進するなど指導・育成体制の充実を図ります。 

〇 青少年相談員や青少年指導員を委嘱し，健全育成活動に関わるボランティアの育成を図

ります。 

 

 

将来のまちの姿 

学校，家庭，地域の連携により青少年健全育成の体制が整い，子どもたちが健やかに成長

するまち 

現況と課題 

基本方針 

地域社会の中で，自立した人間として必要な判断力，実行力及び豊かな感性を身につける

ため，青少年の健やかな自己形成・社会参画を支援し，家庭，学校，関係機関等及び地域住

民との連携を図りながら，青少年健全育成施策を計画的に推進します。 

施策内容 
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▶ 青少年指導育成事業    ▶ 青少年交流事業    ▶ 青少年センター運営事業  

② 地域力の強化 

〇 指導者の養成に必要な知識，技術の研修を行うなど，地域の指導者育成や関係団体の活動

を支援します。 

 

③ 青少年育成施設の充実 

〇 子どもたちが自然の中で遊びながら学べる体験学習の場の提供を図ります。 

 

(２) 青少年の自立支援体制の推進 

① 地域社会活動への参加の促進 

〇 青少年がボランティア活動などを通じて，社会のルールや自ら考え行動する力を身につ

け，社会的に自立できるよう支援します。 

 

② 非行防止対策・自立支援の推進 

〇 青少年の非行防止のため，相談や指導体制の充実を図り，街頭指導などの補導活動を推進

します。また，再び非行を犯さないよう，地域の人々や関係団体と連携をとりながら，

多様な立ち直りの支援を推進します。 

 

(３) 青少年による自主活動の推進 

① 社会環境の健全化の推進 

〇 青少年の健全な環境づくりのために講演会を開催するなど，地域の関係団体と連携し， 

ＳＮＳ*などの適正な利用や有害図書対策，薬物乱用防止などの啓発活動を推進します。 

 

② 青少年による自主活動の推進 

〇 「八千代市子ども憲章」の目標を日頃の生活の中で実践し，また様々な交流活動を通じて，

青少年の視野を広め，親睦・友好を深めるとともに，自主的な参加と活動を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区分 現況値 目標値(令和６年度末) 

青少年育成団体数 ５１ 団体 ５３ 団体 

指標 

主な事業 

● 関連する個別計画：第３期八千代市生涯学習推進計画 

第２期八千代市スポーツ推進計画 

*ＳＮＳ：Social Networking Service の略。登録された利用者同士が交流できる Web サイトのサービスのこと 
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第３部 部門別計画 

第２章 豊かな心と文化を育むまちづくり 

 

第２節 生涯学習 

１ 生涯学習               関連するＳＤＧｓ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少と少子高齢化の進行，グローバル化や技術革新の進展，働き方改革など，社会構造が

急激に変化している中，市民のライフスタイルや価値観も多様化しており，生涯学習に対するニ

ーズが多岐にわたっています。 

このような学習ニーズに対応するためには，生涯にわたり誰もが学び続けることができ，学ん

だことを活かし，活躍できる「生涯学習社会」を実現することが重要です。 

総合生涯学習プラザや公民館，図書館等の社会教育施設において，これまでも学習機会の場を

提供してきましたが，今後は更なる学習機会を提供するとともに，習得した知識や技能を地域で

還元できる仕組みづくりを進めるなど，生涯学習に関する施策を総合的・効率的に推進していく

必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 市民の学びの支援 

① 市民のニーズに対応した学習機会の提供 

〇 市民一人ひとりの必要な知識が得られるよう，学習機会の充実に努めます。 

 

(２) 学びを通した交流と成果の還元 

① 学習成果を活用した交流の支援 

〇 学習の成果が広く活かせる仕組みを構築するとともに，学びを通した交流活動について

支援していきます。 

 

将来のまちの姿 

市民のニーズに対応した学習機会の提供や生涯学習環境の整備により，多くの市民が様々

な学習活動に参画するまち 

現況と課題 

基本方針 

市民一人ひとりが必要な知識を得られるよう学習機会の充実を図り，誰もが学習の成果を

活かすことができる仕組みを構築し，学びを通した交流と学習成果の地域還元を促進すると

ともに，生涯学習に関する施策を総合的・効率的に推進します。 

施策内容 
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② 団体活動の支援と学習成果の地域還元の促進 

〇 活動機会拡充の支援や情報提供など，団体の活動の支援を図ることにより，学習成果が地

域に還元されるように取り組みます。 

 

③ 人材の育成・確保・活用の体制整備 

〇 地域で活動するリーダーやボランティアなどの人材育成を推進します。 

〇 ボランティアを中心とした人材の活用制度について十分な周知に努め，ボランティアを

求める需要者と適切にコーディネート*する体制の整備を図ります。 

 

(３) 市民の学びの環境整備 

① 生涯学習関係施設の整備・充実 

〇 生涯学習関係施設の機能や役割について見直しなどを行うとともに，市民のライフスタ

イルの多様化に合わせた利用方法等の改善に努め，利便性の向上を図ります。 

 

② 情報提供の充実 

〇 市ホームページ，生涯学習情報提供システム「まなびネットやちよ」，広報紙のほか，Ｓ

ＮＳ等を積極的に活用し，情報提供の充実に努めます。 

〇 関係部署と連携し情報の共有化を図った上で，市民の求める情報を適切に提供する学習

相談を行います。 

 

(４) 地域社会と連携し，共に歩む教育への支援 

① 地域社会と連携した教育への支援 

〇 地域社会が学校や家庭と連携・協働する「地域学校協働活動」を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 現況値 目標値(令和６年度末) 

まちづくりふれあい講座の講座数   ６５ 講座   ７０ 講座 

市民一人当たりの年間図書貸出冊数 ５．３５ 冊 ６ 冊 

公民館まつり来場者数 ４，８６２ 人 ７，４００ 人 

生涯学習ボランティアバンク*制度を活用した講座の実施数 １７ 回 ４０ 回 

生涯学習情報が得られやすいと感じている市民の割合 ２６．２ ％ ３５ ％ 

指標 

*コーディネート：調整し全体をまとめること 

*生涯学習ボランティアバンク：各分野において知識・技能及び技術を有する人材を登録し，その知識等を学びたい人に紹介する制度 
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第３部 部門別計画 

第２章 豊かな心と文化を育むまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▶ 総合生涯学習プラザ運営管理事業    ▶ 公民館運営事業 

▶ 図書館運営管理事業           

 

● 関連する個別計画：第３期八千代市生涯学習推進計画 

第２次八千代市立図書館サービス計画 

第２次八千代市子ども読書活動推進計画 

主な事業 

華道展 

大和田公民館まつり 



 

115 
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資料：生涯学習振興課

まちづくりふれあい講座参加人数・開催回数

参加人数 開催回数
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公民館利用者数

利用者数

1,190,124 
1,187,368 1,171,062 1,157,525 
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第３部 部門別計画 

第２章 豊かな心と文化を育むまちづくり 

 

第３節 文化 

１ 市民文化              関連するＳＤＧｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の文化芸術に携わり文化振興に主体的な役割を果たしてきた市民の高齢化が進み，近年で

は文化芸術団体，サークルの維持が難しい状況が多く見受けられます。 

本市には様々な文化芸術団体が存在し，公民館や総合生涯学習プラザ等で，幅広い分野の文化

芸術活動が行われており，その活動は個性と魅力あるまちづくりや市民の一体感の醸成に欠かせ

ない重要な要素となっています。 

こうした活動を支えるため，市民会館や文化センター，市民ギャラリーなどの文化芸術施設の

活用・充実を図り，併せて市民主体の文化芸術活動の活性化を促す環境づくりを進めていく必要

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 文化活動の推進 

① 文化芸術団体，グループ等の育成及び支援 

〇 地域における市民の自主的な文化活動を振興するとともに，優れた文化芸術を身近に触

れる機会を醸成するため，市内の文化芸術団体の育成と活動の支援を行います。 

 

② 文化活動の機会の充実 

〇 市民文化祭を始め，多彩な文化的行事を開催し，市民が優れた文化芸術を学び鑑賞する機

会の提供及び創作・発表する機会の充実を図ります。 

 

③ 文化芸術に関する情報の発信とネットワーク化 

〇 市内の各種団体及び文化施設の指定管理者との連携を図り，文化芸術に関する情報を届

けます。 

将来のまちの姿 

市民の自主的な文化芸術活動が推進され，文化芸術が身近に感じられるまち 

現況と課題 

基本方針 

市民の自主的な文化芸術活動を支援し，文化芸術団体やグループ及びその活動を支える人

材の育成と，活動機会の提供に努めます。また，市民の活動の拠点となる文化芸術施設の活用・

充実を図ります。 

施策内容 
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▶ 市民文化振興事業         ▶ 文化施設運営管理事業 

 

(２) 文化芸術施設の活用・充実 

① 文化芸術施設の管理・運営 

〇 市民の多様な文化活動のニーズに対応するため，施設の活用・充実に努めます。 

〇 文化芸術施設において，市の収蔵美術品の紹介や市民の美術作品発表の機会の提供を図

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区分 現況値 目標値(令和６年度末) 

市民文化祭参加団体数 ３３ 団体        ３５ 団体 

市民文化祭参加者・参観者数 ４３，８３７ 人 ５５，０００ 人 

文化施設利用人数 ３６８，８７９ 人 ４６７，０００ 人 

指標 

主な事業 
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市民会館・文化センター・市民ギャラリー

利用人数

市民会館 文化センター 市民ギャラリー



 

118 

 

第３部 部門別計画 

第２章 豊かな心と文化を育むまちづくり 

 

第３節 文化 

２ 文化財               関連するＳＤＧｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内には，地域の歴史・文化等を物語る有形・無形の文化遺産が数多く残されており，貴重な

文化の資産となっていますが，都市化の進展及び社会や生活環境の変化の中で失われ，忘れられ

ようとしているものも少なくありません。 

本市では，歴史，文化上等において貴重な文化遺産を市の文化財に指定するほか，保存会の協

力を得るなど，その保存や保護，支援に努めてきました。 

今後も残された文化遺産の調査・研究を進め，その保存と保護に努めるとともに郷土博物館，

文化伝承館等の事業を通じ，民俗芸能の鑑賞や祭等の伝統的な文化活動及び保存や保護活動への

市民参加を推進し，地域文化への認識を深め，次代へと継承していく必要があります。 

埋蔵文化財の発掘調査で出土した資料の管理・整理場所の一元化と，併せて出土文化財の展示

を行う場所の確保を図り，市民への出土文化財の広報・普及活動をさらに進め，市民の文化財保

護への関心をより高めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 文化財の保護と活用 

① 文化財調査の推進 

〇 文化財の調査・研究に努め，重要なものを市の文化財に指定し，保護と活用を図ります。 

 

 

 

 

 

将来のまちの姿 

貴重な文化財が保存・活用され，郷土の歴史や文化に親しみが持てるまち 

現況と課題 

基本方針 

貴重な文化財を次代に継承していくために，郷土の歴史や文化に対する市民の理解と認識

を深めるとともに，文化財の調査・研究に努め，保護と活用を図ります。 

施策内容 
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② 文化財の保護 

〇 文化財を次代に継承していくため，文化財保護の普及・啓発に努めるとともに，維持管理

の支援やその後継者の育成を図ります。 

〇 地域の文化財への認識を深めるため，説明板の設置などにより文化財に関する関心や理

解の向上を図ります。 

 

③ 伝統文化の継承 

〇 社会や環境の変化に伴い変貌している伝統文化について，映像や音声により記録を保存

するとともに，途絶えてしまった伝統文化の復活に向けた資料の調査・研究に努め，その

継承と後継者の育成を図ります。 

 

 

(２) 文化資料の収集・保存・活用 

① 保存・展示施設の充実 

〇 文化財の適切な保存・管理を図るとともに，一般公開や企画展の開催のため，保存・展示

施設の充実を図ります。 

〇 伝統文化の保存伝承及び後継者の育成のため，郷土博物館，文化伝承館の有効活用と適切

な維持管理を図ります。 

 

② 資料の収集と活用 

〇 収集した資料の活用のため，講座・常設展・企画展の充実を図ります。 

 

(３) 埋蔵文化財の保護と活用 

① 発掘調査体制の整備 

〇 貴重な埋蔵文化財が開発により失われることがないように，関係機関との連携を強化

し，遺跡調査や発掘体制の整備・充実を図ります。 

 

② 整理事業の推進と活用 

〇 出土資料の整理事業に積極的に取り組むとともに，資料を活用した学習機会の提供に努

めます。 

 

③ 保管整理場所等の一元化 

〇 整理事業の効率化を推進するため，整理作業と出土資料の保管場所の一元化を図ります。 
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第３部 部門別計画 

第２章 豊かな心と文化を育むまちづくり 

▶ 文化財保護普及事業    ▶ 郷土博物館運営事業    ▶ 文化伝承館運営事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区分 現況値 目標値(令和６年度末) 

市指定文化財件数       ２７ 件       ３１ 件 

郷土博物館利用者数 ２１，５９９ 人       ２５，０００ 人 

文化伝承館利用者数 ９，１４１ 人 １０，０００ 人 

指標 

主な事業 

村上の神楽

高津のハツカビシャ 
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県・市指定文化財                     令和元（２０１９）年１２月３１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：文化・スポーツ課 

  

　種　   　別　

（　細　　分　）

県
有　形　文　化　財

（　彫　　　刻　）
木造釈迦如来立像　　　　 村上1530-1 正覚院 S35.6.3

〃
民　俗　文　化　財

（　無　　　形　）
下総三山の七年祭り

船橋市・千葉市・八千代市・習志野市・市内大和田時平神
社・萱田町時平神社・高津比咩神社

七年まつり保存會 H16.3.30

佐山1921　熱田神社

佐山2118　妙福寺

〃 〃 村上の神楽　　　　　　　　 村上433　七百余所神社 村上神楽保存会 S47.2.22

勝田572　駒形神社

勝田592　円福寺

〃 〃 高津のハツカビシャ 高津294　高津比咩神社 高津自治会特別委員会 H15.1.24

〃 〃 高津新田のカラスビシャ 八千代台西9-3-15　諏訪神社 高津新田のカラスビシャ保存会 H15.1.24

〃
民　俗　文　化　財

（　有　　　形　）
戒壇石（銘、禁芸術売買之輩）　　　　　　　　　　米本1587 長福寺 S53.11.11

〃 〃 下総式板碑　　　　　　　　 神野744 　玉蔵院 神野区 S53.12.13

〃 〃 雨乞い祈祷の絵馬　　　　　 萱田476 飯綱神社 S56.12.21

〃 〃 伝・村上綱清の墓石　　　　 米本1587 長福寺 S56.12.21

〃 〃 長福寺の板碑一括　　　　　　 米本1587 長福寺 S56.12.21

〃 〃 神馬の絵馬　　　　　　　　 萱田476 飯綱神社 S56.12.21

〃 〃 飯綱神社の玉垣彫物　　　　 萱田476 飯綱神社 S56.12.21

〃 〃 石造二十三夜・日記念仏塔（層塔） 萱田1427 長福寺 H30.9.6

〃
有　形　文　化　財
（　建　造　物　）

正覚院釈迦堂 村上1530-1 正覚院 S52.12.10

〃 〃 宝篋印塔　　　　　　　　　 村上1530-1 正覚院 S53.11.11

〃 〃 飯綱神社鐘楼　　　　　　　 萱田476 飯綱神社 S63.7.1

〃 〃 飯綱神社本殿他 萱田476 飯綱神社 H4.6.25

〃 〃 米本稲荷神社本殿他 米本2424 稲荷神社 H8.4.1

〃
有　形　文　化　財

（　歴　史　資　料　）
羯鼓　　　　　　　　　　　 村上1170-2

村上神楽保存会
郷土博物館（寄託）

S53.11.11

〃 〃 下総国印旛沼御普請堀割絵図 村上1170-2
個人蔵
郷土博物館（寄託）

S53.11.11

〃 〃 天保七年米本村絵図 村上1170-2 郷土博物館 H12.12.22

〃
有　形　文　化　財
（　彫　　　　刻　）

すわり地蔵　　　　　　　　 米本2559-1 米本区 S53.12.13

〃
記　　　念　　　物
（　史　　　　跡　）

七百余所神社古墳　　　　　 村上433 七百余所神社 S53.11.11

〃 〃 根上神社古墳　　　　　　　 村上南1-15-1 根上神社 S53.11.11

〃 天　然　記　念　物 イヌザクラ 村上南2-25-1 浅間神社 H6.12.26

〃
有　形　文　化　財

（　考　古　資　料　）
石枕 村上1170-2 郷土博物館 H20.1.18

〃 〃
上谷遺跡をはじめ新川流域出土の
祭祀関連墨書土器群

村上1170-2 郷土博物館 H26.7.23

〃 〃 勝田の獅子舞　　　　　　　 勝田大同団 S51.8.13

区分 名　　　　　称 所在地又は伝承地 管　理　者　等 指定年月日

市 〃 佐山の獅子舞　　　　　　　 佐山獅子舞保存会 S47.2.22

第
２
章 

第
３
編 

第
３
部 

部
門
別
計
画 



 

122 

 

第３部 部門別計画 

第２章 豊かな心と文化を育むまちづくり 

 

第４節 スポーツ 

１ スポーツ・レクリエーション         関連するＳＤＧｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市における市民のスポーツ実施率は，国・県より低い状況にあることから，市民一人ひとり

が，それぞれのライフスタイルに応じてスポーツ・レクリエーション活動の機会が増やせるよう，

スポーツ活動の推進やスポーツ環境の整備を進める必要があります。 

さらに，生涯にわたってスポーツに親しむには，自らが体を動かして楽しむ「するスポーツ」

だけではなく，スポーツを観戦して楽しむ「みるスポーツ」，スポーツイベント等にボランティア

として参加する「ささえるスポーツ」といった観点からのスポーツ活動を促進することが求めら

れています。 

また，市民が気軽に利用できる地域のスポーツ活動の場を確保するため，スポーツ施設の整備

と活用を進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) スポーツ活動の推進 

① ライフステージ等に応じたスポーツ活動の推進 

〇 市民の多様なニーズを捉え，スポーツを始めるきっかけ作りに努めることで，スポーツを

行う機会の充実に取り組みます。 

〇 子どもから高齢者まで様々な人を対象としたイベントや教室を実施します。 

〇 障害のある人もない人も一緒にできるスポーツ活動や大会の普及に努め，障害者スポー

ツの理解・啓発を推進します。 

 

 

 

将来のまちの姿 

スポーツ環境が整備され，市民の誰もがスポーツを楽しむことのできる，健康で活力に満

ちたまち 

現況と課題 

基本方針 

スポーツ施設の充実や有効活用を進めるとともに，スポーツ指導者，スポーツ関係団体，

スポーツクラブの育成を始め，様々な市民ニーズに応じたスポーツの普及など，スポーツ・

レクリエーション活動を推進する体制づくりや環境づくりを進めます。 

施策内容 
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② スポーツ大会等の開催 

〇 幅広い層の市民が参加できる，市民体育大会や市民レクリエーション大会，スポーツイベ

ント等の開催を推進します。 

〇 市内外の選手が参加することでスポーツの地域交流や国際交流を図るとともに，広く本

市の魅力を発信できる大会やイベントを開催します。 

〇 様々な大会やイベントにおいてスポーツボランティアの周知に努め，市民が気軽に活躍

できる場の提供に努めます。 

 

③ 競技力の向上 

〇 競技力の向上や競技スポーツ人口の裾野の拡大を目指し，市民体育大会の開催や県民体

育大会に参加する選手の育成・支援に努めます。 

〇 多くの市民が身近な場所でトップレベルの競技や試合を観戦する機会の提供に努めます。 

〇 全国大会に出場する選手を支援する補助制度の充実に努めます。 

 

(２) スポーツ環境の整備 

① スポーツ指導者の育成 

〇 スポーツ指導者の資質向上や育成に向けて，指導者向け講習会を開催します。 

〇 国・県が開催するスポーツ指導者研修会等の情報提供に努めます。 

 

② スポーツ推進委員の資質向上と活動の充実  

〇 地域住民が主体的にスポーツを行えるよう，スポーツ推進委員の活動を支援します。 

〇 多様化する市民ニーズに応じた派遣指導ができるよう，県等が主催する講習会への積極

的な参加を促すなど，スポーツ推進委員の資質向上を図ります。 

〇 スポーツ推進委員の活用等について周知に努め，誰もが気軽にスポーツを楽しむことが

できる機会を提供します。 

 

③ 関係団体との連携 

〇 市民のスポーツ活動を推進するため，スポーツ協会，レクリエーション協会，スポーツ推

進委員を始めとした関係団体との連携を図るとともに，スポーツ及びレクリエーション

活動の普及に努めます。 

〇 行政関係部署と連携を図ることで，スムーズな市民サービスの提供と向上に努めます。 

 

④ 総合型地域スポーツクラブ*の活動支援 

〇 地域のスポーツ活動を活性化させるため，総合型地域スポーツクラブの活動を支援しま

す。 

〇 総合型地域スポーツクラブの認知度を高め，加入者の増加や新たなクラブの設立支援に

つなげます。 

 

 
*総合型地域スポーツクラブ：あらゆる年齢層の人が，個々の志向・レベルに合わせて様々なスポーツ活動に参加できる，地域密着型のスポー

ツクラブ 
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第３部 部門別計画 

第２章 豊かな心と文化を育むまちづくり 

▶ スポーツ推進事業        ▶ 体育施設管理事業 

 

⑤ スポーツ情報の収集と提供 

〇 広報やちよや市ホームページ等を通して，教室や大会等の情報提供に努めます。 

 

(３) スポーツ施設の充実 

① スポーツ施設の管理・運営 

〇 スポーツ施設の予約方法などの改善や，設備・備品の管理などを行い，市民の誰もが利用

しやすいスポーツ施設の運営を推進するとともに，質の高いサービスを利用者に提供す

ることで，利用満足度の向上や利用者の増加に努めます。 

〇 老朽化した施設を安心・安全に利用するため，計画的に施設の改修を進めます。 

〇 公園，広場，未利用地などを活用し，地域において市民が気軽に利用できるスポーツ活動

の場の確保に努めます。 

 

② 学校体育施設の活用 

〇 市民のスポーツ活動の場として，学校体育施設を有効に活用します。 

〇 利用者の利便性を向上するため，利用方法の改善に努めるほか，利用団体との連携・調整

を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 現況値 目標値(令和６年度末) 

週１回以上のスポーツ実施率      ３６．６ ％       ５０ ％ 

スポーツ推進委員依頼講座数         ３９ 回       ４３ 回 

体育施設利用者数 ５９１，３３９ 人 ７０３，０００ 人 

指標 

主な事業 

● 関連する個別計画：第２期八千代市スポーツ推進計画 
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